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この TechTip では Composer ソフトウェア Version8.0 以降での xIO デバイスの設定方法に

ついて説明します。 

xIO デバイスは Symterix Composer 対応 DSP 用の以下の入出力拡張機器を指し、Symetrix 

DSP と xIO デバイスは Dante を使用して接続されます。 

 

※この Techtip では Symetrix 製 Dante 対応機器の設定方法のみを説明します。 

サードパーティー製 Dante 機器の設定方法は”Dante 機器の設定方法“を参照ください。 

https://audiobrains.com/download/symetrix/ 
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仕様

Dante

Port数 電源

xIn 4 アナログ4入力→Dante 1 PoE

xOut 4 Dante→アナログ4出力 1 PoE

xIO 4x4

xIO 4x4 Stage

アナログ4入力→Dante

Dante→アナログ4出力
1 PoE

xIn 12 アナログ12入力→Dante 2 AC

xOut 12 Dante→アナログ12出力 2 AC

xIO-Bluetooth
Bluetooth A2DP → Dante

Bluetooth HSP ⇔ Dante
1 PoE

https://audiobrains.com/download/symetrix/
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xIO デバイスのロケート方法 

ｘIO デバイスは Symetrix DSP と同様にデザインビュー上に配置し、Locate 作業を行う

必要があります。 

Composer ソフトウェアを実行している PC と DSP の Control ポートを接続します。xIO

デバイスと DSP の Dante ポートを接続します。PC は Dante ネットワークに接続する必要

はありません。ｘIO デバイスのロケートは DSP を介して行われるため、先に DSP のロケ

ートを完了している必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Composer ソフトウェア上で Toolkit から使用する xIO デバイスを配置してください。 

Ethernet ケーブルを使用して Symetrix DSP と xIO デバイスを正しく接続してください。 

左下の茶色い四角をクリックすると Dante デバイス用の Locate Hardware ウインドウが

表示されます。 

Locate Hardware ウインドウが表示されると、自動的に Symetrix DSP の Dante ポート

に接続されている使用可能な Dante デバイスを検索します。 

見つかった Dante デバイスを選択して Select Hardware Unit ボタンをクリックすると

Locate 作業は完了します。 

 

Don’t Show Located and Enabled Units 

このチェックボックスにチェックが入っていると Locate が完了している Dante デバイ

スは一覧に表示されません。 

 

Flash Unit LEDs 

このボタンをクリックすると選択されている Dante デバイスの LED などを点滅させる

ことができます。この機能は複数台の Dante デバイスがある場合に便利です。 

 

Refresh 

このボタンをクリックすると再スキャンすることができます。 
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xIn デバイスの設定 

アナログ入力拡張機器 xIn シリーズから Dante を経由して Symetrix DSP にオーディオ

を取り込む手順を説明します。この作業は xIn 4 / xIO 4x4(Stage) / xIn 12 / xIO-Bluetooth

が該当します。 

Composer ソフトウェアは Site View ページ上に xIn デバイスが配置されると、自動的に

その機器からの Dante Receive バスを作成します。そのため Site View 上に使用する Dante

機器を配置するだけでその機器から Dante ネットワークを通じて音声を受信することを可

能にします。 

Dante のサブスクリプションは Composer ソフトウェアから自動的に行われ、Dante 

Controller ソフトウェアを使用する必要はありません。 

 

Dante の設定(Receive) 

ここでは xIn 4 の音声を RadiusAEC に取り込む方法を説明します。 

① Composer ソフトウェアを開き Site View 上に Toolkit から RadiusAEC と xIn4 を配置

します。実機が接続されている場合はロケート作業も行ってください。 

 

② RadiusAEC をダブルクリックして Design View ページを開きます。 
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③ Toolkit から Network I/O Modules > Receive Modules を開きます。 

 

 

④ Site View 上に xIn4 を配置したので Receive Modules 内に自動的[xIn4 Bus#1]が作成

されています。この xIn4 Bus#1 を Design View ページに配置します。 

 

⑤ サイトファイルをプッシュすると[xIn4 Bus#1]の Dante サブスクリプションが自動的

に作成され、RadiusAEC は xIn4 に入力されている音声を受信することができます。 
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xIn デバイスの入力調整 

xIn デバイスは入力段にマイクプリアンプとファンタム電源を備えています。その設定は

Composer ソフトウェアから行います。 

 

① Toolkit から Intelligent Module™  > Dante Device Modules > xIn 4-x を配置しま

す。 

 

② 配置した xIn 4 モジュールを開きます。 
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xOut デバイスの設定 

アナログ出力拡張機器 xOut シリーズへ Dante を経由して Symetrix DSP からオーディオ

を出力する手順を説明します。この作業は xOut 4 / xIO 4x4(Stage) / xOut 12 / xIO-

Bluetooth が該当します。 

Dante のサブスクリプションは Composer ソフトウェアから自動的に行われ、Dante 

Controller ソフトウェアを使用する必要はありません。 

Dante の設定(Transmit) 

ここでは Radius AEC の音声を xOut4 から出力する方法を説明します。 

 
① Composer ソフトウェアを開き Site View 上に Toolkit から RadiusAEC と xOut 4 を配

置します。実機が接続されている場合はロケート作業も行ってください。 

② まず Dante Transmit バスを作成します。Transmit バスの作成は DSP の Dante 出力を

作成する工程です。 

Toolkit から Network I/O Modules > Transmit Modules > New Network Receive 

Module…をドラッグするかダブルクリックして Network Transmit Module Properties

ウインドウを表示します。 

③ Name を任意の名前に変更してください。 

Channels in Bus を任意のチャンネル数に変更してください。（最大 64ch） 

※この例では Name を xOut4、チャンネル数を 4 としました。 
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④ Channel Names は Name で設定した名前に-ChX と自動的に変更されますが、チャン

ネル毎に手動で設定することもできます。 

必要があれば Channel Names を任意のチャンネル名に 

変更してください。 

※Channel Names に使用できる文字は以下の英数とハイフンのみです。ご注意くださ

い。“A-Z”、“a-z”“0-9”、“-” 

 

⑤ OK を押すと Transmit Modules 内に[xOut4]が作成され、自動的に Transmit バスが

Site View 上に配置されます。 

この Transmit バスを xOut 4 に割り当てます。 

 

⑥ Site View 上の xOut4 を右クリックし、Unit Properties…を選択します。 

 

⑦ xOut4 Unit Properties ウインドウが表示されます。 

Dante Audio Reception の[Edit Source]ボタンをクリックします。 
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⑧ Network Audio Source ウインドウが表示されます。xOut4 に割り当てる Transmit バ

ス(Transmit チャンネル)を選択します。 

※バス名を選択し OK を押すと、そのバスの 1 チャンネル目からアサインされます。 

バスのタブを開くとチャンネル単位で指定することもできます。 

 

⑨ Dante Audio Reception ウインドウにバス名とチャンネル名が適用されていることを

確認します。 

これで作成した[xOut4]バスを xOut4 の出力として使用できるようになりました。 

 
 

⑩ OK をクリックします。 

⑪ サイトファイルをプッシュすると Dante サブスクリプションが自動的に作成され、

xOut4 へ音声が送信されます。 
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xIO-Bluetooth の設定 

xIO-Bluetooth は Bluetooth と Dante を変換する壁取り付けタイプのデバイスです。 

 

Bluetooth5.0 の A2DP と HSP プロファイルに対応し、スマートフォンやコンピュータ

ーを接続することで、音楽の再生や双方向の通話を可能にします。AVRCP プロファイル

にも対応し、DSP 機器側から音楽の再生/停止などの制御を行うこともできます。 

xIO-Bluetooth は Properties ウインドウと Intelligent Module を使用して設定を行いま

す。 

Properties ウインドウ  

 

View メニューから Properties にチェックを入れると Properties ウインドウが表示されま

す。Design View 上の xIO Bluetooth-x をクリックし選択すると、Properties ウインドウ選

択します。 

Properties ウインドウでは xIO-Bluetooth 本体の設定を行うことができます。 

 

xIO Bluetooth Properties

Front Panel Pairing 本体フロントパネルのペアリングボタンを使用するかを設定します。

PIN Change Disconnects PINが変更された時に、現在の接続を切断します。

PIN Change Clears Pairings PINが変更された時に、全てのペアリングをクリアし現在の接続を切断します。

Audio Bridging Mode
Media Only / Phone Only / Media and Phoneからモードを選びます。

MediaはA2DP、PhoneはHSPプロファイルを使用します。

Connection Mode

Single ：ペアリングすると、現在接続されているデバイスが切断され、ペアリング情報も

　　　　削除されます。ペアリングされているデバイスは切断/再接続できます。

Multi ： ペアリングされたデバイスのペアリング情報は最大8台まで記憶されます。

             記憶されたデバイスが8台を超えると、最初に記憶されたデバイスから削除されます。

             ペアリングされたデバイスは再接続できます。

+ Sleep Mode

Sleep Enable スリープモードを使用するかどうか設定します。スリープモードではLEDが消灯します。

Sleep Delay スリープに入るまでの時間を1~600秒で設定します

Radio Silent 接続されているデバイスがない場合にスリープモードに入るとBluetooth電波出力もオフにします。
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Intelligent Module 

 

Toolkit から Intelligent Module™  > Dante Device Modules > xIO Bluetooth-x を配置

します。 

配置した xIO Bluetooth モジュールを開きます。このモジュールからは xIO-Bluetooth の

状態確認や、Bluetooth のペアリング、PIN の設定、オーディオの再生/停止などを行いま

す。 

Intelligent Module では xIO-Bluetooth のコントロールを行うことができます。パラメーター

には RemoteControlNumber を割り振ることもできるので、外部制御にも対応します。 

ペアリングを行うには本体のボタンか、Intelligent Module 上の Pair Now ボタンを押します。 
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Bluetooth 名を変更する 

 xIO-Bluetooth は Bluetooth 名を任意に設定することができます。Bluetooth 名を接続先

の名称などに変更することで、Bluetooth を接続するデバイス上で接続先の識別を容易に

します。この機能は同じ部屋内や近接した部屋に複数の xIO-Bluetooth が存在する場合に

便利です。 

 

xIO-Bluetooth は Dante ネームが Bluetooth 名に反映されます。Dante ネームを変更す

るには、Design View 上の xIO Bluetooth-x を右クリックし Unit Properties ウインドウを

表示させます。上図の様に Automatic Network Name のチェックを外し、任意の名称を入

力します。(ここでは ConferenceRoom としました) 

設定が完了したら OK を押して、ファイルを DSP へプッシュします。 
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この製品の取り扱いなどに関するお問い合わせは株式会社オーディオブレインズまでご連絡

ください。お問合せ受付時間は、土日祝日、弊社休業日を除く 10:00～18:00 です。 

 

株式会社オーディオブレインズ 

〒216-0034 

神奈川県川崎市宮前区梶ヶ谷 3-1 

電話：044-888-6761 

20210202 


